
導入システム

情報システム部における

テーマは“オープン化”

大鵬薬品は1963年6月、大塚グル

ープと日本主要卸業者49社の出資に

より設立された医薬品メーカーで、

医療用医薬品およびヘルスケア製品

等の製造・販売を行っている。同社

は創業時から成長を続けている優

良企業であり、抗がん剤を中心とし

た医薬品の創製を通じて、世界的に

存在感のある企業を目指し、新薬創

製の挑戦を続けている。

同社の中で全社的な情報システ

ムの企画・開発・運用を担当する情

報システム部は総勢36名で構成され

ている。平均年齢は40歳を超え、部

員は経歴20年を超える熟練者と少

数の若手という2層構成になってい

る。同社の基幹システムは、メインフ

レーム上で稼動しているが、徐々に

オープン化の方向に向かいつつあ

る。実際、会計システムおよび生産

管理システムの一部については、既

にERPパッケージを導入し、メインフ

レームからオープンシステムへの移

行作業が進行中だ。

同社情報システム部システム管理

室 課長の野村 健氏は、「情報システ

ム部として、現在技術面でのテーマ

は“オープン化”です。メインフレーム

についてならば、ベテラン部員は十

分なノウハウを持っているので、若手

への教育も可能なのですが、オープ

ンシステムについては、十分な経験

がありませんので、若手に教育する

ことができません。何とか若手を中

心にしてオープン系について学ぶ機

会を作りたいと考えておりました」と

語る。

実際に体験することを重視し

「バーチャルOJT」を導入

野村氏は、オープン系教育の第一

弾として、Java教育をイズニーク 代

表取締役チーフコンサルタントの関

根 信太郎氏に依頼した。関根氏は

約30年間の企業におけるIT経験を

経て、2000年にITコンサルタントと

して独立した。そして現在は、Java

やUNIXシステムを中心としたITプ

ランニングやコンサルティングを行っ

ている。大鵬薬品は以前に、社内

システムの問題を以前から付き合い

があった製薬業界専門のコンサル

タントに相談した。この時に紹介さ

れたのが関根氏であり、それが今回

Java教育を依頼するきっかけとなっ

ている。

2004年3月から約3ヶ月間、同社の

情報システム部員6名が参加し、夕

方から4時間、約15回にわたりJava

教育が実施された。「IT業界におけ

るJava動向」と「Java基本」をそれぞ

れ2時間ずつという内容で実施され、

Java動向は外部講師に依頼し、

Java基本については関根氏が担当

した。関根氏は、テンアートニが

1997年の設立時からJava専門会社

として活動していることを知っていた

ため、3ヶ月の教育期間中、2回外部

講師として、テンアートニのエンジニ

アを起用した。

同年5月に一通りのJava教育を終

了したが、次のステップとしてテンア

ートニの“バーチャルOJT”による教

育を導入することを決め、9月からさら

に実践的な教育を開始した。

この間の経緯について野村氏は、

「3ヶ月のJava教育を終えて、頭では

理解できました。しかし、実際に作業

を行い、汗を流して経験しないと身

につかない部分があるということもわ

かり、アプリケーション開発を体験す

る必要性を、再認識しました」と語る。

また、複数の会社を比較検討した結

果、テンアートニによる教育を採用し

た理由について、「テンアートニさんに

は若さを感じましたし、開発現場を知

っている方が講師だということも決め

手になりました。先のJava教育の中

で、テンアートニさんのエンジニアから、

Java開発現場の具体的な話を聞き、

大変興味深く、信頼できると感じてい

ました」と述べている。

実システムを開発し

標準的な構築プロセスを習得

情報システム部員4名が参加し、

2004年9月に“バーチャルOJT”が始

まった。最初に事前調査として、メン

バーのスキルレベルを確認し、詳細計

画が立てられた。今回の“バーチャ

ルOJT”の進め方には、アジャイル開

発プロセスを採用し、Java/J2EEで

開発を行うことになった。標準的な構

築プロセスを学ぶために、ドキュメント

記述はUMLを用い、フレームワークと

してStruts、開発環境としてEclipse、

実行環境としてTomcat、データベー

スとしてMySQLといったオープンソー

スのアーキテクチャを採用した。

最初の1ヶ月間は、関根氏が標準

的なWebアプリケーション開発に必

要なツールや、基礎技術の教育を実

施。10月から12月の約3ヶ月間、週1.5

日～2日程度の頻度で、テンアートニ

のエンジニア2名がトレーナーとなり、

要件定義を行った後、分析・設計か

ら実装・テストまで2回のイテレーショ

ン（反復）で実施した。

第一イテレーションでは一人一人

が同じアプリケーションを開発し、第

二イテレーションではチーム開発に

よってひとつのアプリケーションを開

発した。要所ごとにテンアートニのト

レーナーが作業の進め方や技術面

の課題をフォローし、予定通りアプリ

ケーションを構築し、バーチャルOJT

を完了した。

野村氏は、「バーチャルOJTによる

教育の狙いのひとつは“チーム開発”

でした。これまでのメインフレームの

開発では、なかなか経験できなかっ

た、チーム開発の手法を習得できま

したし、標準的なWebアプリケーシ

ョンの構築プロセスを学ぶことができ

ました」と語る。

さらに野村氏は、「参加メンバーの

技術レベルにはかなりの差があった

のですが、うまくバランスをとって教

えていただきました。実際の開発経

験をもった方がトレーナーでしたの

で指導が適切で、参加メンバーから

も教え方が丁寧でよかった、ポイン

トをおさえた説明でわかりやすかっ

た、という声を聞いています。テンア

ートニさん自身が、技術に対して中

立的な姿勢を貫いていることもよか

った」と高く評価している。

関根氏も、「個別の技術について

は本から学ぶこともできますが、チー

ム開発でのシステム構築は、体験して

初めて理解できることも多いのです。

参加メンバーは、設計からプログラミ

ング、テストに至るまでの全体の流れ

を体得できたと思います」と語る。

ノウハウを習得することは

「安心感」につながる

同社では、ERPシステムへの移行

にともない、システムのオープン化が

ますます進んでいる。このような状況

の中で、オープンシステム構築ノウハ

ウを習得できたことは、同社にとって

重要な意味をもつ。

野村氏は、「今回、Javaを中心とし

た新しいシステム構築方法を経験し

たことは、われわれにとって安心感に

つながります。ちょうどシステムを作り

変える時期にきていますので、これか

ら社内でJava開発プロジェクトを立

ち上げたり、外部の業者とやりとりす

ることになります。ベンダーの言いなり

ではなく、対等に話ができる、というこ

とは大きな収穫です」という。

ITコンサルタントとしての立場か

ら関根氏も、「Jav a開発環境は

StrutsやEclipseなどの登場でこの

１～２年で随分充実してきました。

ユーザ企業でもかなり大規模なシス

テムを、自分で構築できるような環境

が整ってきたのです。外注するにし

ても、ユーザ企業が知識をもつこと

は大事なことですし、バーチャル

OJTは有意義な教育方式だと思い

ます」と語る。

情報システム部では現在、メイン

フレーム上で稼動しているいくつか

のシステムを再構築する提案を行っ

ており、同社にとっての最適なシス

テムを目指して、オープン化を進め

ている。プロジェクトメンバーのスキルレベルの確認、対象システムの仕様ヒアリング等、 
詳細計画を立案 
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要求定義→分析設計→実装→テストの行程を2回反復する 
イテレーション1）全員が同じアプリケーションを開発 
イテレーション2）チーム開発により、ひとつのアプリケーションを開発 

講習/OJTの取りまとめとフォローを実施 

バーチャルOJTの進め方（アジャイル開発プロセス） 

事前サーベイ 

計画立案 

講習 

OJT（設計・開発） 

まとめ  フォローアップ 

目標の達成 

◎会社概要

社名：大鵬薬品工業株式会社

設立：1963年6月1日

本社：東京都千代田区神田錦
町1-27

資本金：2億円

従業員数：2,264名（2004年6月
期）

事業内容：がんを中心とした医療
用医薬品の医薬事業、一般用
医薬品と医薬部外品のヘルス
ケア事業（滋養強壮剤「チオビ
タ」、胃腸薬「ソルマック」等）、国
際事業の3事業で研究開発、生
産、管理の活動を展開

URL：http://www.taiho.co.jp/
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大鵬薬品工業株式会社 様

Java開発教育に「バーチャルOJT」を採用し、
短期間で実践的ノウハウを習得

メインフレーム中心のシステムからオープンシステムへの移行を目指す大鵬

薬品では、技術者教育にテンアートニが提供する「バーチャルOJT」を導入。

これによりJavaをベースとしたアジャイル開発プロセスの習得を目的に、標

準的なオープンソースプロダクト環境の下で、設計からプログラミング、テス

トに至るまで、実際のシステム構築を体験した。開発経験豊富なOJTトレー

ナーがサポートする「実作業を通した教育（OJT：On the Job Training）」

によって、短期間で実践的なノウハウを習得することができた。
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